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 Hofmeister 系列は、従来タンパク質の構造安定性に対するイオンの序列であるが、本系列には拡張

性があるため、多くの分野でイオンの効果に関する研究が行われている。しかし、マクロな現象の観測は

多く行われているが、Hofmeister系列のミクロなメカニズムは依然として議論されている 1。 

 基板上に高密度に固定化された高分子電解質は高分子電解質ブラシと呼ばれ、水中で自発的に油汚

れを清浄にする、耐生物汚損性という機能などを付与できるため、新しい表面の高機能化手法として注

目されている 2。高分子電解質ブラシで修飾された基板表面の濡れ性を、対イオンを Hofmeister 系列に

則って交換することで制御できる 3。一方、対イオンが高分子電解質ブラシの構造に影響すること 4や帯電

した界面の水の構造が対イオンの交換によって変化すること 5、温度・グラフト密度に依存して液中の高分

子ブラシの構造が変化すること 6,7 が報告されている。したがって、ミクロなレベルで濡れ性の変化を理解

するためには、対イオン交換に伴う高分子電解質ブラシ中の水の水素結合ネットワークの変化ならびに

液中の高分子電解質ブラシの構造の変化をそれぞれ観測することが重要である。 

 そこで本研究では、対イオン交換に伴う高分子電解質ブラシ中の水の水素結合構造の変化を軟 X 線

発光分光法 (XES) という新しい手法で観測し、対イオン交換に伴う高分子電解質ブラシの構造変化を

液中周波数変調原子間力顕微鏡 (FM-AFM) にて可視化し、対イオンの効果を明らかにすることを目的

とした。XES の結果、対イオンが Cl- の場合、ブラシ中で 4 配位した水が観測され、対イオンが SCN- 

の場合、4 配位の水と大きく歪んだ水素結合環境の水という対イオン交換に起因する特徴的な水素結合

構造を捉えた。また、FM-AFM では、対イオン交換に伴うブラシ鎖の凝集サイズの変化を可視化した。 
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